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八
月
二
十
四
日(

日) 

十
時
～
十
二
時 

演
習(

前
段
・後
段) 

 

十
二
時
～
十
三
時 

音
楽
隊
演
奏
等
十
三
時
～
十
四
時 

装
備
車
輌
・回
転
翼
機
等
展
示 

参
加
者
三
名
／
六
時
東
富
士
演
習
場
到
着
。
ス
タ
ン
ド
席
最
上
段
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
た
。 

演
習
内
容
は
前
段
一
時
間
は
、
主
要
装
備
品
の
紹
介
と
な
っ
て
お
り
、
誘
導
弾
を
含
む
各
種
火

器
類
の
実
弾
展
示
射
撃
が
行
わ
れ
た
。  

 

富
士
総
合
火
力
演
習 

見
学
報
告 

去
る
八
月
十
五
日
か
ら
十
八
日
、
名
古
屋
国
際
セ
ン
タ
ー
に
お

い
て
「第
十
三
回
も
う
ひ
と
つ
の
戦
争
展
」
が
開
催
さ
れ
た
。
今

回
は
「朝
鮮
半
島
に
蝕
ま
れ
る
日
本
」
を
テ
ー
マ
に
パ
ネ
ル
展
示
。

終
戦
後
に
発
生
し
た
朝
鮮
人
暴
動
や
そ
の
結
果
得
た
多
く
の

権
利
、
ま
た
最
近
の
仏
像
盗
難
や
セ
ウ
ォ
ル
号
事
件
な
ど
韓
国

人
の
モ
ラ
ル
欠
如
等
に
つ
い
て
詳
し
く
解
説
し
て
い
る
。
同
じ
展

示
室
内
で
は
協
賛
団
体
よ
り
明
治
維
新
か
ら
大
東
亜
戦
争
中

に
か
け
て
の
帝
国
陸
海
軍
の
軍
服
や
使
用
さ
れ
た
小
銃
の
レ
プ

リ
カ
展
示
も
あ
り
観
て
楽
し
め
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
。 

期
間
中
の
十
六
日
に
は
、
衆
議
院
議
員
・次
世
代
の
党
の
中
山

成
彬
先
生
と
杉
田
水
脈(

み
お)

先
生
を
講
師
と
し
て
お
招
き
し

「い
わ
ゆ
る
従
軍
慰
安
婦
の
真
実
」
と
題
し
て
、
講
演
お
よ
び

ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
た
。
予
定
の
八
十
席
が
二
百
二
十

名
余
と
な
り
、
立
ち
見
が
出
る
ほ
ど
の
盛
況
ぶ
り
で
あ
っ
た
。
十

七
日
に
は
現
役
の
高
校
歴
史
教
諭
で
あ
る
黒
田
裕
樹
先
生
よ

り
「日
本
と
韓
国
の
ほ
ん
と
う
の
歴
史
」
と
題
し
て
講
演
い
た
だ

き
、
こ
れ
も
大
盛
況
で
用
意
し
た
座
席
で
は
足
り
ず
、
時
間
を

経
過
す
る
毎
に
座
席
を
追
加
す
る
対
応
に
追
わ
れ
た
。 

「も
う
ひ
と
つ
の
戦
争
展
」
は
同
時
期
に
左
翼
系
団
体
に
よ
っ
て

開
催
さ
れ
る
「平
和
の
た
め
の
戦
争
展
に
比
べ
る
と
認
知
度
は
ま

だ
ま
だ
こ
れ
か
ら
と
い
う
感
が
あ
る
。
実
行
委
員
会
で
は
こ
の
戦

争
の
真
実
を
伝
え
我
が
国
の
誇
り
を
取
り
戻
す
ま
で
継
続
し
て

い
く
所
存
で
あ
り
、
こ
れ
か
ら
も
皆
様
の
更
な
る
ご
支
援
を
賜

り
た
い
次
第
で
あ
る
。 

※

展
示
パ
ネ
ル
集
を
一
冊
五
百
円
（送
料
別
）に
て
お
分
け
い
た

し
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
、
電
話
〇
五
二‐

七
六
三‐

四
六
七
八 

フ
ァ
ッ
ク
ス
〇
五
二‐

七
六
三‐

四
五
八
八
へ
お
知
ら
せ
下
さ
い
。 

（文
責
・日
本
会
議
名
古
屋
北
支
部 

片
岡 

亨
） 

 
第
十
三
回 

も
う
ひ
と
つ
の
戦
争
展 

開
催 

あ
い
ち
通
信 

 

 

報
告
・名
古
屋
東
部
支
部 

第
十
二
回
勉
強
会
、
街
宣
実
施
！ 

 

第
六
十
二
号 

●
開
催
日
時 

八
月
二
十
三
日(

土)

十
五
時
～
十
七
時 

●
会
場 

株
式
会
社
エ
フ
ケ
イ 

会
議
室 

 

●
議
題 

【一
】美
し
い
日
本
の
憲
法
を
つ
く
る
一
千
万
署
名 

服
部 

県
事
務
局
長 

【二
】新
規
会
員 

年
間

目
標
四
十
名 

上
方
修
正 

【三
】他
支
部
の
活
動
状
況 

名
古
屋
東
部
支
部 

加
藤
貴
之
事
務
局
長 

①

政
経
勉
強
会 

②
街
宣
活
動 

③
他
支
部
と
合
同
支
部
会
議
開
催 

【四
】≪

参
加
者
討
議≫

日
本
会
議

が
取
り
組
む
国
民
運
動
テ
ー
マ
／
皇
室
御
慶
事
の
奉
祝
事
業
を
官
民
一
体
と
な
っ
て
推
進
／
日
本
の
伝
統

に
基
づ
く
「新
憲
法
」
制
定
へ
向
け
、
国
民
世
論
を
喚
起
／
「自
主
憲
法
制
定
」
「尖
閣
を
守
る
」
国
民
署
名
／

愛
国
心
、
道
徳
心
、
伝
統
文
化
を
大
切
に
し
た
「教
育
基
本
法
」
全
面
改
正
／
「国
旗
国
歌
法
」
を
制
定 

【五
】其
の
他 

会
議
後
、
懇
親
会
開
催
～ 

山
ち
ゃ
ん
～
■
次
回
支
部
会
議
■
九
月
二
十
日
（土
）十
五
時

～
十
七
時
■
名
古
屋
中
支
部
は
「楽
し
く
為
に
な
る
活
動
を
モ
ッ
ト
ー
」
と
し
て
頑
張
っ
て
ま
す
。
皆
様
方
の

ご
参
加
を
心
よ
り
お
待
ち
し
て
居
り
ま
す
。 

（文
責
・日
本
会
議 

愛
知
県
本
部 

名
古
屋
中
支
部
長 

八
尾
弘
） 

報
告
・名
古
屋
中
支
部
第
二
回
定
例
会
開
催 

後
段
一
時
間
は
、
島
嶼
部
に
対
す
る
攻
撃
へ
の
対
応
と
し
て
、
哨
戒
・索
敵
、
発
見
、

空
対
艦
攻
撃
、
上
陸
部
隊
に
対
す
る
空
対
地
攻
撃
を
想
定
し
、
Ｐ
3
Ｃ
対
潜
哨
戒

機
、F

2
支
援
戦
闘
機
が
参
加
し
た
。
上
陸
を
許
し
た
敵
に
対
し
、
ヘ
リ
に
よ
っ
て
前

線
へ
展
開
す
る
歩
兵
部
隊
に
随
伴
し
た
Ａ
Ｈ-

1
・Ａ
Ｈ-

64
攻
撃
ヘ
リ
が
対
地
攻
撃

を
行
い
援
護
す
る
。
そ
の
後
、
戦
車
を
始
め
と
す
る
重
火
砲
群
が
火
力
制
圧
を
行
う
、

と
い
う
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
っ
た
。
最
後
は
歩
兵
が
刈
り
取
る
と
い
う
陸
戦
の
常
識

が
欠
落
し
て
い
た
よ
う
に
思
う
が
、
最
近
物
忘
れ
が
激
し
く
よ
く
覚
え
て
い
な
い
。
或

い
は
重
複
を
避
け
る
為
、
省
略
し
た
か
？ 

総
括
す
る
と
、
多
少
な
り
と
も
軍
事
に
通

じ
た
者
に
と
っ
て
は
戦
術
・部
隊
運
用
に
つ
い
て
特
に
学
ぶ
事
は
な
い
内
容
で
あ
る
。
但

し
、
兵
器
の
性
能
・部
隊
の
練
度
を
観
察
す
る
立
場
か
ら
は
貴
重
な
機
会
で
あ
る
と

思
う
。
一
般
に
自
衛
隊
の
練
度
は
世
界
有
数
の
実
力
と
さ
れ
て
い
る
。
我
々
一
般
人

は
比
較
対
象
と
な
る
他
国
軍
の
演
習
を
観
る
機
会
は
ま
ず
な
い
。
し
か
し
、
我
が
自

衛
隊
が
極
め
て
優
秀
で
あ
る
こ
と
は
専
門
家
も
口
を
揃
え
て
評
し
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、

そ
う
確
信
す
る
。 

元
々
富
士
総
合
火
力
演
習
は
自
衛
隊
内
の
学
生
に
見
学
さ
せ
る

為
に
実
施
さ
れ
て
い
た
と
元
幹
部
自
衛
官
か
ら
聞
い
た
。
し
か
し
今
は
自
衛
隊
の
武

威
を
一
般
に
示
す
国
民
的
行
事
へ
特
化
し
た
と
云
っ
て
よ
い
。
あ
の
よ
う
な
演
習
場
の

ご
く
限
ら
れ
た
狭
小
な
ス
ペ
ー
ス
で
実
戦
的
な
演
習
実
施
は
不
可
能
で
あ
る
。
何
時

の
世
で
も
何
処
の
国
で
も
精
強
な
る
軍
隊
の
存
在
は
国
民
の
愛
国
心
を
よ
り
強
固
に

す
る
。
此
の
心
理
は
本
演
習
を
観
覧
し
た
誰
も
が
理
屈
抜
き
で
実
感
で
き
る
こ
と
で

あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
で
或
る
メ
デ
ィ
ア
で
指
摘
さ
れ
て
気
付
い
た
事
柄
で
あ
る
が
、
総
合

火
力
演
習
で
は
国
旗
の
掲
揚
が
な
く
、
国
歌
斉
唱
も
行
わ
れ
て
い
な
い
。
非
公
開
の

訓
練
、
演
習
な
ら
ば
そ
れ
で
も
よ
い
と
考
え
る
。
け
だ
し
、
演
習
と
は
実
戦
を
想
定
し

た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
従
っ
て
国
歌
斉
唱
、
国
旗
掲
揚
の
必
要
は
な
い
。
大

東
亜
戦
争
中
、
旧
海
軍
で
は
最
前
線
部
隊
に
於
い
て
は
畏
ま
っ
た
礼
式
は
省
略
す
る

こ
と
し
ば
し
ば
で
あ
っ
た
と
聞
く
。
し
か
し
今
は
平
時
で
あ
り
、
し
か
も
一
般
国
民
に

解
放
さ
れ
た
行
事
な
の
で
あ
る
。
来
年
度
よ
り
改
め
ら
れ
る
こ
と
を
強
く
希
望
す
る
。 

（文
責
・日
本
会
議 

愛
知
県
本
部 

名
古
屋
東
部
支
部
長 

江
﨑
雅
博
） 

 

●
開
催
日
時 

八
月
三
十
日 

午
後
二
時
～
四
時
●
場
所 

昭
和
区 

御
器
所
交
差
点
南
西
角
地
●
会
費 

無
料
●
参
加
者
数 
四
名
●
自
主
憲
法
制
定
を
テ
ー
マ
に
し
た
街
宣
と
共
に
憲
法
改
正
を
実
現
す
る
署
名

活
動
を
行
い
ま
し
た
。
様
々
な
反
応
が
あ
り
ま
し
た
が
、
多
く
の
方
へ
向
け
て
お
訴
え
さ
せ
て
頂
く
こ
と
が
で 



愛知県護国神社清掃奉仕予定 
 

■１０月５日（日）午前８時開始、９時終了予定。 
■引き続き１１月２日（日）午前８時より実施予定。 
■軍手を必ずご持参ください。また、小雨なら社屋
の木枠拭きをしますので雑巾をご持参下さい。大
雨は中止になりますが疑わしい天気の場合には、
現場責任者の服部宛、電話 (070-6583-4588)
を下さい。★９月７日は、１５名の方にご参加いただ
きました。また、２名の方に初参加していただきまし
た。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

             

 
         （8月3日奉仕後に撮影） 
 

●「日本の息吹」を引続きご購読くださいますよう 
  お願いいたします。 
 
 
 

平成二十六年十月  
 

 

事
務
局
日
誌 

（八
月
）  

 
 

 
 

 
 

 
 

 

服
部
守
孝 

一
日
（金
）Ｈ
Ｂ‐

一
〇
一
で
お
馴
染
み
の

株
式
会
社
フ
ロ
ー
ラ
川
瀬
善
業
社
長
よ

り
お
招
き
を
受
け
、
社
内
親
睦
会
へ
。
川

瀬
社
長
は
熱
烈
の
愛
国
者
で
あ
る
。
二

十
年
に
わ
た
り
ご
支
援
い
た
だ
い
て
い
る
。 

二
日
（土
）知
多
地
区
会
員
懇
談
会
。
十

名
の
参
加
者
が
あ
り
、
憲
法
改
正
に
向
け

た
国
民
運
動
に
つ
い
て
提
起
し
た
。
来
る

十
月
十
一
日
に
日
本
会
議
知
多
支
部
発

会
が
決
定
し
、
支
部
長
に
は
鈴
木
直
人

氏
（武
豊
町
）が
推
挙
さ
れ
た
。 

三
日
（日
）第
五
十
九
回
愛
知
県
護
国
神

社
清
掃
奉
仕
。
小
牧
市
議
の
矢
田
貝
将

典
先
生
が
初
参
加
。
午
後
か
ら
、
モ
ン
ゴ

ル
自
由
連
盟
党
オ
ル
ホ
ノ
ド
・ダ
イ
チ
ン

さ
ん
の
講
演
会
に
参
加
。
中
国
か
ら
苛
烈

極
ま
る
弾
圧
を
受
け
て
い
る
南
モ
ン
ゴ
ル 

の
現
状
が
語
ら
れ
た
。
夜
は
愛
知
竹
田
研

究
会
幹
事
会
。 

六
日
（水
）日
本
会
議
調
布
支
部
副
支 

 

 

新
規
入
会
者
ご
紹
介 

 
 

 
 

（平
成
二
十
六
年
七
月
） 

斎
場
に
は
神
社
関
係
者
他
有
縁
の

人
々
が
お
別
れ
に
来
ら
れ
て
い
た
。
出

棺
の
時
に
激
し
い
雷
雨
と
な
り
、
あ
る

方
は
か
み
な
り
は
神
成
り
だ
と
言
わ
れ

た
。
久
保
先
生
は
神
に
成
ら
れ
た
の
だ

と
。 

二
十
三
日
（土
）フ
タ
バ
造
園
株
式
会

社
の
名
倉
輝
光
会
長
よ
り
お
招
き
を

受
け
、
創
立
三
十
五
周
年
祝
賀
会
へ
。

会
場
の
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル
に
は
各
界
名

士
の
方
々
六
百
名
余
で
満
席
。
名
倉
さ

ん
は
東
京
出
身
。
名
古
屋
で
単
身
事
業

を
開
始
さ
れ
、
一
代
で
今
日
を
築
か
れ

た
。
大
変
な
御
苦
労
も
さ
れ
た
が
、
全

て
に
感
謝
す
る
心
「あ
り
が
と
う
人
生
」

を
歩
ん
で
来
ら
れ
た
方
で
あ
る
。 

二
十
七
日
（水
）日
本
会
議
東
海
ブ
ロ
ッ

ク
代
表
者
大
会
に
向
け
た
第
一
回
実

行
委
員
会
。
愛
知
県
本
部
が
ホ
ス
ト
県

と
な
っ
て
来
る
十
一
月
三
十
日
に
三
百

名
規
模
で
開
催
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。 

三
十
一
日
（日
）第
二
回
瀬
戸
・尾
張

旭
地
区
会
員
懇
談
会
。
支
部
設
立
の 

具
体
案
が
活
発
に
出
さ
れ
、
地
元
企
業

や
議
員
に
も
協
力
を
依
頼
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。
夜
は
久
し
ぶ
り
に
家
族
で
夕
餉

を
共
に
し
た
。 

 

去
る
八
月
二
十
日
、
敬
愛
し
て
や
ま
な

か
っ
た
久
保
憲
一
先
生
が
天
に
還
ら
れ

た
。
久
保
先
生
と
の
思
い
出
は
尽
き
な
い
。

平
成
八
年
か
ら
御
教
導
い
た
だ
き
、
今

年
四
月
に
松
坂
市
の
山
中
に
あ
る
水
屋

神
社
に
療
養
中
を
訪
ね
た
の
が
、
今
生
の

お
別
れ
と
な
っ
た
。 

久
保
先
生
は
鈴
鹿
国
際
大
学
教
授
在
任

中
、
三
重
県
人
権
セ
ン
タ
ー
の
偏
向
を

指
摘
し
た
こ
と
に
よ
り
、
部
落
開
放
同
盟

が
こ
れ
に
反
発
。
大
学
側
は
こ
れ
に
屈
し

て
、
教
授
解
任
と
い
う
不
当
処
分
を
下

す
事
件
が
起
こ
っ
た
。
平
成
十
二
年
の
こ

と
で
あ
る
。
私
ど
も
は
さ
さ
や
か
な
が
ら

も
、
久
保
先
生
の
支
援
運
動
に
取
り
組

ん
だ
。
一
審
勝
訴
、
二
審
敗
訴
と
な
り

最
高
裁
に
持
ち
込
ん
で
逆
転
勝
訴
と
な

る
。 

私
は
敗
訴
し
た
名
古
屋
高
裁
を
久
保
先

生
と
二
人
で
傍
聴
し
た
。
そ
の
時
の
裁
判

長
の
言
葉
が
聞
き
取
り
に
く
く
、
内
容
が

さ
っ
ぱ
り
わ
か
ら
な
い
ま
ま
帰
っ
た
の
だ
っ

た
。
後
刻
、
弁
護
士
よ
り
結
果
を
知
ら

さ
れ
愕
然
と
し
た
。
久
保
先
生
も
相
当

落
胆
さ
れ
て
い
た
が
、
直
ち
に
上
告
の
準

備
に
入
ら
れ
た
。
平
成
十
九
年
の
最
高

裁
勝
訴
の
感
激
は
今
も
忘
れ
ら
れ
な
い
。

こ
の
判
例
は
、
い
は
ゆ
る
久
保
事
件
と
し

て
後
世
に
語
ら
れ
る
も
の
と
な
っ
た
の
で

あ
る
。 

ま
た
、
裁
判
闘
争
中
に
あ
っ
て
も
久
保
先 

追
悼 

久
保
憲
一
先
生 

生
は
勇
躍
と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を

展
開
さ
れ
た
。
岐
阜
県
春
日
村
の
名
産

「さ
ざ
れ
石
」
を
台
湾
や
パ
ラ
オ
に
奉
納
さ

れ
た
り
、
フ
ラ
ン
ス
の
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
に
神

社
を
建
立
さ
れ
た
り
し
た
。
私
も
そ
の
お

手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
と
も
に
現

地
に
赴
い
た
こ
と
も
貴
重
な
体
験
と
な
っ

た
。 

久
保
先
生
は
学
者
と
し
て
は
不
遇
で
あ
っ

た
。
特
に
不
当
処
分
以
後
は
寂
し
い
思
い

を
さ
れ
て
い
た
と
拝
察
す
る
。
し
か
し
、
周

り
に
は
優
し
く
愛
を
与
え
ら
れ
た
。
来
る

者
拒
ま
ず
で
、
風
変
わ
り
な
友
人
も
あ
っ

た
。
一
方
、
神
の
声
を
聞
き
続
け
ら
れ
る

求
道
の
人
で
も
あ
っ
た
。
境
内
に
六
角
堂

を
建
て
瞑
想
す
る
日
々
を
送
ら
れ
て
い
た
。

屈
託
の
な
い
笑
い
声
と
、
孤
独
の
瞑
想
が

重
な
る
。
齢
六
十
四
は
あ
ま
り
に
も
早
す

ぎ
る
。
も
う
少
し
お
役
に
立
ち
た
か
っ
た
。

久
保
先
生
、
こ
れ
か
ら
は
天
界
よ
り
お
導

き
下
さ
い
。 

（文
責
・日
本
会
議
愛
知
県
本
部 

 
 

 
 

 
 

 

事
務
局
長 

服
部
守
孝
） 

 

ご
入
会
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

櫻
井
梅
仁
（正
会
員
） 

小
林
洋
亮
（正
会
員
） 

間
瀬
友
浩
（正
会
員
） 

石
田
知
早
人
（正
会
員
） 

村
松
佳
典
（正
会
員
） 

後
藤
美
智
夫
（支
援
会
員
） 

浜
中
芳
夫
（支
援
会
員
） 

 
 

 

種
別
順
入
会
日
順
・敬
称
略 

部
長
の
松
木
國
俊
先
生
に
よ
る
「日
韓

併
合
時
代
の
真
実
」
と
題
し
た
講
演
会

に
参
加
。
松
木
先
生
は
、
豊
田
通
商
株

式
会
社
勤
務
時
代
に
ソ
ウ
ル
駐
在
の
経

験
が
あ
り
、
日
韓
問
題
に
精
通
。
関
連

の
著
書
も
数
冊
あ
る
。
二
十
年
前
に
名

古
屋
支
店
に
も
勤
務
さ
れ
、
そ
れ
以
来

交
流
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。 

九
日
（土
）戦
争
展
準
備
作
業
を
金
山

神
社
社
務
所
に
て
。
名
古
屋
テ
レ
ビ
の
取

材
を
受
け
る
。
十
五
日
の
ニ
ュ
ー
ス
番
組

で
放
映
予
定
と
な
っ
た
。 

十
四
日
（木
）愛
知
県
護
国
神
社
境
内 

に
日
本
会
議
ブ
ー
ス
用
の
特
設
テ
ン
ト

を
設
営
。
八
名
の
会
員
が
小
雨
の
合
間 

を
縫
っ
て
二
張
を
建
て
た
。
明
日
の
準
備

は
ほ
ぼ
完
了
し
た
。 

十
五
日
（金
）大
東
亜
戦
争
終
結
の
日
。

午
前
中
は
愛
知
県
護
国
神
社
に
て
、
参

拝
者
に
憲
法
改
正
署
名
の
呼
び
か
け
と
、

冷
茶
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
た
。
本
年
は
神
社

の
お
許
し
を
い
た
だ
き
、
正
午
の
黙
祷
に

続
く
、
玉
音
放
送
拝
聴
の
際
、
終
戦
の

詔
書
を
プ
リ
ン
ト
し
て
配
布
し
た
。
午
後

一
時
よ
り
第
十
三
回
も
う
ひ
と
つ
の
戦 

争
展
の
初
日
オ
ー
プ
ン
。 

十
六
日
（土
）戦
争
展
二
日
目
。
特
別
企 

画
の
中
山
成
彬
先
生
、
杉
田
水
脈
先
生

（共
に
衆
議
院
議
員
・次
世
代
の
党
）に 

よ
る
「い
は
ゆ
る
従
軍
慰
安
婦
の
真
実
」

と
題
し
た
講
演
会
は
、
二
百
二
十
名
余

の
参
加
者
で
盛
況
と
な
っ
た
。 

十
七
日
（日
）戦
争
展
三
日
目
。
大
阪
の

高
校
現
役
教
師
黒
田
裕
樹
先
生
に
よ
る

～
夏
休
み
の
課
外
授
業
～
「日
本
と
韓

国
の
ほ
ん
と
う
の
歴
史
」
を
開
催
。
こ
の

企
画
も
盛
況
と
な
り
、
百
名
余
の
参
加

者
が
あ
っ
た
。 

十
八
日
（月
）戦
争
展
最
終
日
。
四
日
間

の
会
期
中
の
来
場
者
は
五
百
名
を
超
え

た
。
朝
日
新
聞
に
よ
る
従
軍
慰
安
婦
の

訂
正
記
事
が
直
前
に
掲
載
さ
れ
る
な
ど 

し
て
、
今
回
の
主
題
「朝
鮮
半
島
に
蝕
ま

れ
る
日
本
」
は
、
時
機
を
得
た
企
画
と 

な
っ
た
。 

二
十
一
日
（金
）久
保
憲
一
先
生
（水
屋

神
社
宮
司
）の
葬
場
祭
の
儀
に
参
列
。 

 

行 

事 

予 

定 

■
西
春
日
井
支
部
定
例
会 

 
 
 
 
 
 
 
 

（日
本
の
息
吹
懇
談
会
） 

 

十
月
九
日
（木
）十
八
時
半
～
二
十
時
半 

 

西
春
駅
前
公
会
堂 

 
 

■
知
多
支
部 

発
会
式 

 

十
月
十
一
日
（土
）十
三
時
半
～
十
五
時
半 

 

東
海
市
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー 

 
 

■
瀬
戸
・尾
張
旭
地
区
日
本
の
息
吹
懇
談
会 

 

十
月
十
三
日
（月
・祝
）十
八
時
～
二
十
時 

 

パ
ル
テ
ィ
ー
瀬
戸 

き
有
意
義
な
時
間
と
な
り
ま
し
た
。
■

次
回
開
催
■
九
月
二
十
八
日
（日
）／

十
月
二
十
六
日
（日
）時
刻
・場
所
は
八

月
と
同
じ
■
☆
名
古
屋
東
部
支
部
で
は

自
主
憲
法
制
定
に
関
し
て
街
宣
活
動
に

て
訴
え
て
欲
し
い
内
容
を
募
集
し
て
お
り

ま
す
。
メ
ー
ル

（kak
e
hashi_k

ato
u@

ho
tm

ail.co
.jp 

加

藤
貴
之
宛
）ま
で
お
気
軽
に
ご
連
絡
の
程
、

宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
☆ 

（文
責
・日
本
会
議 

愛
知
県
本
部 

名
古

屋
東
部
支
部 

事
務
局
長 
加
藤
貴
之
） 

 


